
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間            会長 岡島 達雄 君 

財団月間 

11 月はロータリー

財団月間だ。 

財団の使命は、健康

の改善、教育の支援、

それに貧困の軽減を通

してロータリアンたち

が世界理解、親善、平

和を推進できるようにすること。 

一口で言うならば「世界でよいことをしよう Doing 

good in the world」 

研究グループ交換（GSE）活動もまた財団に支援され

ている。4 年前になるが、チームリーダーとして米国

アトランタとその周辺に行かせていただいた。帰国の

前日に時間に空きができた。5 日間宿泊させていただ

いたホストが、観光地ではないが私が関心を持ちそう

なところを案内してくれた。最後にアトランタで一番

古いという墓地に連れて行った。周囲は高さ１．６メ

ートルぐらいの石塀で囲まれていた。東西南北にある

門が全て閉まっており案内板がかかっている。2 ヶ月

前の竜巻で倒れた墓石や樹木を整理する期間、関係者

以外の立入りを禁止する、というものであった。以下

は鉄格子戸からのぞいた、あるいは塀越しに墓地を見

ながら、説明を受けたことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここにはほとんどの歴代の市長の墓がある。墓地はユ

ダヤ教徒、キリスト教徒、イスラム教徒用などの区画が

ある。定規とコンパスの紋章のついている墓のならんで

いるところがフリーメイソンの区画である。 

 私は質問した。ロータリークラブとフリーメイソンと

の関係は？と聞くと彼は、目をつぶりしばらく経ってか

ら、今は関係無い。ただロータリーの体制自体はフリー

メイソンから多くを学んでいる、と。なお、Wikipedia

によると、ロータリーはフリーメイソンの会員であった

ポール・ハリスが創立したが、ロータリー自身はこれを

否定している、とある。 

 

■幹事報告               幹事 武末喜久治君 

＜文書案内＞ 

＊女性会員の集い 

 日時 22年 11月23 日 

     11：30～ 

 場所 鹿児島市 

    ｼｪｲﾄﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ 

 

◆出席報告       

   出席状況 

会  員  数  40 人 

出 席 会 員 数  32 人 

ホーム出席率 82.05 ％ 

前々回の修正出席率 95.00 ％ 

第 1670 回 平成 22 年 11 月 11 日プログラム ２７３０地区ガバナー   伊藤 学而 

中部分区ガバナー補佐   岩切  昇 

2730地区テーマ 

  クラブを活性化し、地域と時代の要請に応えよう 

高鍋ロータリークラブテーマ 

  品位のある楽しいクラブを実現し、社会の要求に 

こたえよう 

11 月の月間テーマ 

ロータリー財団月間 

 次週例会案内；1671回例会 11月18日（木） 

・外部卓話  久保昌也様 

 

第 1669 回 例会内容 

１． 点  鐘         

２．ロータリーソング   

  四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間     

５．幹事報告      

６．出席報告       

７．BOX披露 

８．各委員会報告 

９． 財団月間卓話 

10．次週例会案内 

11．点 鐘 

・血圧測定 

・財団月間卓話―R財団委員会担当 

・終了後プログラム委員会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



■会員卓話    図師 義孝 君 

 16才から、裸一貫、体で

覚え、今日までの私の 50

年、東京へ就業に行き 

24才で結婚、商売を始める。

47年（3年後）高鍋に帰り、

店舗を構えました。 

44才で転職、飲食業での生活が始まる。テナントで

11 年頑張り、平成 12 年に自分の店舗を構え、法人化

しました。2度ほど改装後、3年前に大改装し、120名

収容の店になりました。現在、社員とバイト12名で、

健全経営、自主管理体制の推進を計りながら、食の安

全、安心を、お客様へ提供する事に努力しております。 

孫も9人でき、一緒に苦労してくれた妻に感謝しつ

つ、今後も頑張りたいと思います。 

 

■会員卓話    山口 順一 君 

 ルーツ   

我が家の先々代、音吉爺

さんは長野県出身です。 

なぜ宮崎に？  

長野県松本にいた時に、

養蚕が盛んで紡績工場でボ

イラーの修理、据付をして

いた。とやばーさんは、生糸つむぎの指導者で。 

宮崎市内のカナボウ工場に、ボイラーの据付と生糸

の指導とゆうことで宮崎に来て、最後の工事が川田の

現場で、そこから高鍋での生活が始まり、山口鉄工所

の設立は昭和2年2月建国記念日と聞いています。 

始めは、小丸公民館の前から始まり、現在の自宅の

ところが基盤となり、鍛冶屋仕事、黒木本店さんの修

理などをやっていたそうです。 

終戦後、大村から帰って来た段爺さんは、神戸溶接

学校を出て家業を継ぎ、宮崎交通の木炭車の発生炉の

修理など手がけて鉄工所じゃなくて、本人は自動車整

備工場にしたいと思っていたようで、当時、建築士の

免許などがもらえてた時に、ガソリンエンジン2級整

備師の資格を取得してました。 

これよとばかりに事務所に飾ってありました。 

当時の溶接は、ガス溶接でカーバイトをタンクに入

れて発生したガスで溶接。子供のころにもカーバイト

の小屋が有り、我が家の臭いはカーバイトでした。 

そのころ、現在の宮崎会長も、15歳でスミエばーち

ゃんを頼り高鍋に布団ひとつかかえ弟子入りし、その

ころは兄弟子の伊藤さんがいたそうで、仕事は朝暗い

うちから始まり夜遅くまで大変ハードで、ハンマーな

ど投げつけられたそうです。 

当時はトラックなどなく、現場溶接にはリヤカーか

遠い時は、バスに酸素など積んで行ったようで今では

考えられません。 

宮崎会長も溶接ではピカイチで全国大会にも出場し

ています。当時は、教えてくれる人も無く、旭化成の

人に聞きに行って習ったそうです。今でも人より努力 

すれば必ず実が付いてくると話して聞かしてくれます。 

そして現在の私にです、創業83年を向かえ、さま 

ざまな仕事形態も変わり同じような事では存続、発展 

も望めなく思考錯誤しているとこです。後継者も決め 

一緒に仕事を始めたら次回の卓話の時に続きを話させ 

ていただきます。 

 

◆ＢＯＸ披露   親睦活動委員会 長谷川修身君 

<ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ> 

茂木 晃君 財団月間に 

  因んで。 

佐々木九州男君 結婚記 

  念祝のお返し。 

黒木敏之君 結婚記念祝 

のお返し。 

井上博功君 結婚記念祝のお返し。 

私は11月4日、今日が記念日です。 

尾﨑敏弘君 ダブルのお祝いありがとうございます。 

とうとう後期高齢者に突入し、ボケが急速に進行 

しています。 

橋口清和君 昨日8か月のピアノ鍵盤をたたかせまし 

た。すごく喜んでいました。結婚記念祝のお返し。 

日高 茂君 誕生日のお祝いのお返しとして。 

藤本範行君 結婚記念（11月8日）のお祝いをありがと 

うございます 

 

❤お誕生日＆結婚記念日おめでとう♪ 

 

 

例会風景 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


